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は
じ
め
に

　

取
り
壊
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
早
稲
田
大
学
高
等
学
院
の
建
物
の
入
り
口
に
、
大
理
石
の
胸
像
が
一
つ
残
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
長

い
こ
と
そ
こ
に
あ
る
た
め
、
当
た
り
前
の
風
景
と
な
っ
て
い
た
。
人
の
口
の
端
に
も
の
ぼ
ら
な
か
っ
た
が
、
紛
れ
も
な
い
大
隈
重
信
の
胸

像
で
、
制
作
者
は
イ
タ
リ
ア
人
彫
刻
家
オ
ッ
テ
ィ
リ
オ
・
ペ
ッ
チ
で
あ
る
。
ブ
ロ
ン
ズ
製
の
大
隈
重
信
立
像
は
あ
ま
り
に
も
有
名
だ
が
、

こ
の
唯
一
残
さ
れ
た
小
さ
な
胸
像
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
そ
の
由
来
を
探
っ
て
み
た
い
。

二
つ
の
大
隈
胸
像
と
そ
の
制
作
者
ペ
ッ
チ

弓

野

正

武
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一　

様
々
な
大
隈
像

　

大
隈
重
信
の
全
身
立
像
は
早
稲
田
大
学
大
隈
記
念
講
堂
脇
の
庭
園
側
回
廊
に
あ
る
大
礼
服
姿
、
早
稲
田
（
本
部
）
キ
ャ
ン
パ
ス
の
総
長

ガ
ウ
ン
姿
、
国
会
議
事
堂
中
央
広
間
の
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
姿
の
三
体
の
銅
像
が
有
名
で
あ
る１
。
ま
た
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
一
一
月
五

日
に
除
幕
式
を
行
っ
た
芝
公
園
の
銅
像
も
ま
た
巨
大
な
も
の
で
、
台
石
上
に
衣
冠
束
帯
姿
で
据
え
ら
れ
、
当
時
の
地
図
に
も
芝
公
園
の
南

側
に
「
大
隈
銅
像
」
と
し
て
記
入
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
像
は
戦
時
中
に
供
出
さ
れ
た
と
い
い
、
今
は
写
真
を
残
す
だ
け
で
、
台
石
さ
え
痕

跡
を
残
し
て
い
な
い２
。
早
稲
田
大
学
編
『
生
誕
一
五
〇
年
記
念　

図
録
大
隈
重
信
』
に
は
現
存
す
る
ブ
ロ
ン
ズ
像
の
ほ
か
、
一
九
一
六
（
大

正
五
）
年
の
吉
田
松
堂
作
「
獅
子
吼
」（
竪
五
〇
糎
、
横
二
三
糎
）
と
い
う
大
隈
全
身
像
の
木
彫
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
早
稲
田
大
学
高
等
学
院
に
は
実
物
大
の
大
隈
重
信
の
胸
像
が
二
体
あ
る
。
一
つ
は
二
〇
〇
一
（
平
成
一
三
）
年
早
稲

田
大
学
理
事
会
（
総
長
奥
島
孝
康
）
で
大
学
の
各
箇
所
に
設
置
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、「
教
旨
」
と
と
も
に
設
置
さ
れ
た
ブ
ロ
ン
ズ

像
で
あ
る
。
原
型
の
制
作
者
は
早
大
講
師
の
櫻
庭
裕
介
氏
で
、
初
代
早
稲
田
大
学
図
書
館
長
市
島
謙
吉
像
の
制
作
者
で
も
あ
る
。
こ
の
原

型
を
基
に
作
成
さ
れ
た
胸
像
は
大
学
関
係
各
箇
所
に
お
か
れ
、
高
校
で
も
附
属
校
の
本
庄
高
等
学
院
を
は
じ
め
、
系
属
校
の
早
稲
田
中
学

校
・
高
等
学
校
、
早
稲
田
実
業
学
校
、
そ
し
て
、
二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
年
開
校
の
早
稲
田
佐
賀
中
学
校
・
高
等
学
校
、
大
阪
摂
陵
中

学
校
・
高
等
学
校
に
至
る
ま
で
設
置
さ
れ
た３
。
練
馬
区
上
石
神
井
の
高
等
学
院
・
中
学
校
で
は
二
〇
〇
一
（
平
成
一
三
）
年
九
月
に
正
門

入
口
か
ら
二
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
入
っ
た
ケ
ヤ
キ
並
木
の
脇
に
据
え
ら
れ
、
す
で
に
当
た
り
前
の
よ
う
に
教
旨
と
と
も
に
日
々
学
生
に
親
し

ま
れ
て
い
る
。
外
来
の
保
護
者
・
参
観
者
に
も
ま
ず
早
稲
田
大
学
の
第
一
の
印
象
を
与
え
て
い
る
胸
像
と
い
え
よ
う
。

　

だ
が
高
等
学
院
に
は
も
う
一
つ
の
胸
像
が
あ
っ
て
、
七
四
号
館
入
口
の
木
製
台
上
に
の
せ
ら
れ
た
大
理
石
像
で
あ
る
（
高
さ
五
八
・
五
糎
、
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幅
七
〇
糎
、
奥
行
四
三
・
五
糎
）【
写
真
①
】。
こ
の
胸
像
彫
刻
は
和
服
姿
の
両
肩
ま
で
の
写
実
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
ち
ら
の
像
は
旧
七
一

号
館
図
書
室
入
口
に
お
か
れ
、
四
〇
年
以
上
に
わ
た
り
学
院
生
に
は
親
し
ま
れ
続
け
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
だ
が
今
日
に
な
っ
て
み
れ
ば
、

こ
の
像
の
由
来
を
知
る
者
は
ほ
と
ん
ど
学
内
に
は
い
な
い
。
わ
ず
か
に
「
創
立
者　

大
隈
重
信
像
」
の
木
製
説
明
板
に
目
を
留
め
る
人
は

あ
っ
て
も
、
裏
に
あ
る
「Prof. O

ttilio Pecci

作
」
と
い
う
墨
書
に
気
付
く
人
は
殆
ど
い
な
い
。
作
者
オ
ッ
テ
ィ
リ
オ
・
ペ
ッ
チ
の
名

は
美
術
書
や
辞
典
類
に
も
管
見
の
か
ぎ
り
で
は
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
と
『
ニ
ュ
ー
ス
専
修
版
ウ
ェ
ブ
版

二
〇
〇
二
年
一
〇
月
号
』
に
専
修
大
学
創
立
者
相
馬
永
胤
像
と
と
も
に
「
山
県
有
朋
、
大
隈
重
信
像
な
ど
を
作
っ
た
高
名
な
イ
タ
リ
ア
人

彫
刻
家
」
と
見
え
る
程
度
で
あ
る
。

こ
の
相
馬
永
胤
像
は
現
在
専
修
大
学

生
田
校
舎
中
央
の
一
二
〇
年
記
念
館

内
正
面
ロ
ビ
ー
の
花
崗
岩
の
台
石
上

に
据
え
ら
れ
て
い
る
（
高
さ
八
〇
糎
、

幅
六
四
糎
、
奥
行
三
三
・
五
糎
）【
写

真
②
】。

　

大
隈
の
大
理
石
胸
像
に
つ
い
て
は

そ
の
存
在
や
由
来
を
知
る
も
の
は
少

な
い
。
し
か
し
、
四
〇
年
ほ
ど
前
、

一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年
、
学
院

創
立
三
〇
周
年
記
念
に
纏
め
ら
れ
た

【写真①】　高等学院所蔵　大隈重信胸像

【写真②】　専修大学所蔵　相馬永胤胸像（筆者撮影）
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『
三
十
周
年
記
念
誌
』
中
に
、
元
学
院
事
務
長
の
工
藤
安
蔵
氏
が
次
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
細
部
の
人
間
関
係
ま
で
触
れ

て
い
る
の
で
、
ほ
ぼ
全
文
を
以
下
に
記
し
て
お
き
た
い４
。

こ
れ
は
、
当
時
の
岡
田
幸
一
院
長
と
故
難
波
正
人
学
部
長
と
の
ご
尽
力
で
昭
和
四
十
三
年
六
月
に
理
工
学
部
か
ら
譲
り
受
け
ま
し
た
。
現
在
大
学
庶

務
課
に
あ
る
大
学
貴
重
品
登
録
カ
ー
ド
に
よ
り
ま
す
と
、
大
正
十
年
頃
イ
タ
リ
ア
の
彫
刻
家
オ
ッ
テ
ィ
リ
オ
・
ペ
ッ
チ
氏
が
来
朝
、
当
時
の
知
名
人

の
胸
像
を
制
作
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
そ
の
中
で
大
隈
老
侯
の
胸
像
も
制
作
、
戦
前
の
大
隈
会
館
玄
関
に
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
が
戦
災
に
よ
り
焼
失
、

そ
の
こ
ろ
同
時
に
制
作
し
た
大
理
石
胸
像
が
二
体
あ
っ
て
、
そ
の
う
ち
の
一
体
で
あ
る
こ
と
。
他
の
一
体
は
大
隈
老
侯
の
生
家
、
佐
賀
市
に
あ
る
大

隈
記
念
館
に
保
存
さ
れ
て
あ
る
由
で
す
。
更
に
大
学
の
所
有
に
な
っ
た
い
き
さ
つ
を
追
っ
て
み
ま
す
と
、
こ
の
ペ
シ
ー
氏
が
寄
寓
し
て
い
た
黒
田
氏

宅
に
宿
料
の
代
り
と
し
て
残
し
て
行
っ
た
と
説
明
し
て
い
ま
す
。
現
当
主
黒
田
正
夫
氏
は
保
管
に
困
り
大
学
内
に
保
管
を
依
頼
し
、
鋳
物
研
究
所
に

保
管
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
木
村
幸
一
郎
氏
の
紹
介
に
よ
り
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

右
文
中
の
黒
田
正
夫
氏
は
元
早
稲
田
大
学
理
工
学
部
講
師
。
受
入
れ
は
、
昭
和
四
十
二
年
九
月
十
三
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。
紹
介
者
の
木
村
幸
一

郎
氏
は
勿
論
元
早
稲
田
大
学
理
工
学
部
教
授
だ
っ
た
方
の
こ
と
で
す
。
そ
の
後
同
年
十
月
二
十
三
日
理
工
学
部
五
十
一
号
館
二
階
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
と
こ
ろ
に
置
か
れ
ま
し
た
。
胸
像
の
箱
型
の
台
は
理
工
学
部
で
特
別
に
つ
く
ら
せ
た
も
の
で
、
当
初
は
箱
の
中
に
収
め
た
も
の
の
よ
う
で
す
。
こ

の
話
が
持
ち
上
っ
た
頃
、
丁
度
本
学
院
は
大
学
構
内
か
ら
離
れ
て
い
て
、
早
稲
田
大
学
に
ゆ
か
り
の
も
の
が
な
い
の
で
と
ん
と
ん
び
ょ
う
し
に
話
が

す
す
み
、
今
日
の
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
よ
う
で
し
た
。

あ
の
に
ぶ
い
象
牙
色
の
大
理
石
の
胸
像
が
、
日
夜
七
十
一
号
館
の
玄
関
ホ
ー
ル
で
異
彩
を
放
っ
て
い
ま
す
が
、
前
に
立
つ
と
ふ
っ
と
早
稲
田
の
真
髄

に
ふ
れ
た
よ
う
な
気
が
脳
裏
を
か
す
め
る
の
を
感
じ
ま
す
。

　

ペ
ッ
チ
の
来
日
は
「
大
正
十
年
」
で
は
な
く
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
五
月
で
あ
る
が
、
大
理
石
像
が
三
つ
あ
っ
た
こ
と
、
一
つ
は

大
隈
会
館
入
り
口
に
設
置
さ
れ
、
戦
災
で
焼
失
し
た
こ
と
、
一
つ
は
早
く
に
佐
賀
の
大
隈
記
念
館
に
移
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
高
さ
七
〇
糎
、

幅
四
〇
糎
、
奥
行
三
五
糎
）【
写
真
③
】、
大
学
貴
重
品
登
録
カ
ー
ド
に
大
学
受
領
の
由
来
が
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
そ
れ
ら
の
作
品
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の
伝
領
過
程
等
が
明
ら
か
に
な
る
。
だ
が
、
ペ
ッ
チ
の
経
歴
や
、
何
故
大
隈
像
を

三
つ
作
成
し
た
の
か
、
ま
た
、
両
者
は
ど
の
よ
う
な
交
流
を
も
っ
た
の
か
等
は
明

ら
か
で
は
な
い
。
木
村
幸
一
郎
（
一
八
九
六
〜
一
九
七
一
）
は
早
稲
田
大
学
理
工
学

部
建
築
学
科
を
卒
業
後
に
理
化
学
研
究
所
に
入
所
し
、
そ
の
後
理
工
学
部
専
任
と

な
っ
た
。
黒
田
正
夫
（
一
八
九
七
〜
一
九
八
一
）
は
、
木
村
と
ガ
ラ
ス
や
雪
氷
の
共

同
研
究
を
行
な
っ
て
い
た
理
化
学
研
究
所
員
で
あ
る
。
彼
は
東
京
大
学
工
学
部
冶

金
科
を
卒
業
後
、
登
山
家
と
し
て
も
有
名
に
な
る
が
、
理
研
に
入
所
し
、
黒
田
研

究
室
を
主
宰
し
、
金
属
冶
金
の
分
野
で
の
専
門
家
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
理
研
で
は

寺
田
寅
彦
に
も
師
事
し
て
、
日
本
雪
氷
学
会
会
長
も
務
め
た
。
早
稲
田
大
学
理
工

学
部
金
属
工
学
科
で
「
金
属
材
料
特
論
」
や
「
材
料
力
学
」
の
講
座
を
受
け
持
っ
た
講
師
で
も
あ
る５
。
そ
の
黒
田
宅
に
ペ
ッ
チ
が
何
時
か

ら
何
時
頃
ま
で
寄
宿
し
て
い
た
か
、
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
大
隈
像
を
刻
ん
で
い
た
こ
ろ
は
、
ま
さ
に
理
化
学
研
究
所
の
設
立
の
時

期
に
あ
た
り
、
高
峰
譲
吉
の
息
子
と
同
じ
船
で
来
日
し
た
こ
と
に
関
係
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
黒
田
は
木
村
が
亡
く
な
る
と
、『
建

築
雑
誌
』
八
六
巻
一
〇
四
五
号
に
「
木
村
幸
一
郎
君
と
雪
」
と
題
す
る
追
悼
文
を
寄
せ
る
よ
う
な
親
密
な
間
柄
に
あ
っ
た
。

二　

オ
ッ
テ
ィ
リ
オ
・
ペ
ッ
チ
の
来
日

　

大
隈
の
三
つ
の
大
理
石
胸
像
に
つ
い
て
は
、『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
に
は
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ペ
ッ
チ
に
つ
い
て
の
記
録
も
な
い
。

イ
タ
リ
ア
人
ペ
ッ
チ
に
つ
い
て
は
、『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
五
月
一
〇
日
付
朝
刊
と
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
四
月

【写真③】　佐賀市大隈記念館所蔵
大隈重信胸像（記念館提供）
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二
七
日
付
朝
刊
に
記
事
が
あ
る
。
一
九
一
六
年
の
記
事
は
彼
の
来
日
を
伝
え
、
一
九
年
の
記
事
は
三
越
百
貨
店
で
の
展
覧
会
開
催
を
伝
え

る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
彼
は
イ
タ
リ
ア
生
ま
れ
の
彫
刻
家
で
、
パ
リ
で
東
洋
美
術
の
大
学
教
授
を
し
て
お
り
、
第
一
次
世
界

大
戦
の
戦
乱
を
避
け
て
高
峰
譲
吉
の
息
子
エ
ブ
レ
ン
夫
妻
と
来
日
し
、
展
覧
会
ま
で
の
二
年
余
り
の
間
に
大
隈
の
胸
像
も
作
成
し
た
こ
と

が
わ
か
る
。

　

高
峰
譲
吉
は
長
崎
の
致
遠
館
で
大
隈
か
ら
英
語
を
教
授
さ
れ
て
い
た
。
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
に
は
農
商
務
省
技
師
と
し
て
東
京

人
造
肥
料
会
社
を
設
立
し
、
渋
沢
栄
一
を
取
締
役
会
長
に
据
え
、
後
に
ア
メ
リ
カ
に
わ
た
り
、
科
学
分
野
で
成
功
（
肥
料
会
社
設
立
、
ジ
ア

ス
タ
ー
ゼ
、
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
の
発
見
）
を
お
さ
め
た
。「
化
学
研
究
所
」
設
立
の
用
務
で
息
子
夫
妻
に
遅
れ
て
帰
国
す
る
。
そ
の
後
、
大
隈
や

渋
沢
、
大
倉
喜
八
郎
ら
の
財
界
人
を
中
心
と
し
て
理
化
学
研
究
所
が
設
立
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
直
前
に
息
子
の
エ
ブ
レ
ン
は
、
新
婚

旅
行
の
た
め
東
洋
汽
船
春
洋
丸
で
来
日
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
イ
タ
リ
ア
人
画
家
、
彫
刻
家
二
人
と
一
緒
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ

の
彫
刻
家
が
ペ
ッ
チ
で
あ
る
。
彼
が
新
聞
記
者
に
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
パ
リ
か
ら
逃
れ
て
、
カ
ナ
ダ
か
ら
昨
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

移
り
、「
日
本
の
風
俗
山
水
並
に
芸
術
を
研
究
す
る
つ
も
り
」
で
来
日
し
た
と
い
う
。
作
品
展
覧
会
の
記
事
に
は
「
来
朝
二
年
余
を
唯
静

か
に
籠
っ
て
兀
々
と
石
を
刻
む
事
に
の
み
送
っ
た
、
従
っ
て
氏
の
彫
刻
家
と
し
て
の
名
は
殆
ど
知
ら
れ
ず
に
居
っ
た
が
氏
は
其
二
年
間

に
、
山
県
公
、
大
隈
侯
、
渋
澤
男
其
他
知
名
の
人
の
胸
像
十
余
点
を
大
理
石
に
刻
み
上
げ
た
」
と
あ
る
。
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
五
月

四
日
付
の
『
時
事
新
報
』
で
も
、「
今
回
陳
列
の
十
数
点
は
何
れ
も
渡
日
後
の
作
で
、
山
県
公
、
大
隈
侯
等
名
士
の
彫
像
と
小
品
の
塑
像

二
点
」
を
展
示
し
た
と
報
道
さ
れ
た
だ
け
で
、
こ
こ
で
も
彼
が
刻
み
あ
げ
た
人
物
像
の
全
容
は
不
明
で
あ
る
。

　
『
三
越
美
術
部
一
〇
〇
年
史
』（
三
越
編
、
二
〇
〇
九
年
）
に
よ
れ
ば
、
彼
は
三
越
に
お
い
て
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
五
月
三
日
か
ら
五

日
ま
で
の
三
日
間
と
、
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
六
月
一
三
日
か
ら
一
七
日
ま
で
の
五
日
間
の
、
二
度
に
わ
た
っ
て
展
覧
会
を
開
催
し

て
い
た
。
さ
ら
に
広
報
誌
『
三
越
』
第
九
巻
六
号
（
一
九
一
九
年
六
月
一
日
発
行
）
に
よ
る
と
、
一
回
目
の
場
合
は
開
催
が
急
に
決
ま
っ
た
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た
め
予
告
は
出
来
な
か
っ
た
と
し
た
う
え
で
、
ペ
ッ
チ
の
略
歴
と
展
覧
会
作
品
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

ペ
ッ
シ
氏
は
一
八
七
九
年
伊
太
利
ベ
ル
ジ
ャ
に
生
れ
、
同
地
の
美
術
学
校
卒
業
後
二
十
三
歳
の
時
巴
里
に
赴
き
、
同
地
の
サ
ロ
ン
に
出
品
す
る
資
格

を
得
、
倫
敦
、
紐
育
で
も
好
評
を
博
し
、
一
九
一
六
年
日
本
に
来
朝
さ
れ
ま
し
た
彫
刻
家
で
御
座
い
ま
す
。

　

来
朝
以
来
、
山
県
公
や
大
隈
侯
や
渋
沢
男
等
諸
名
士
の
大
理
石
像
を
製
作
し
、
そ
れ
ら
十
点
に
銅
の
小
像
二
点
と
氏
の
持
参
さ
れ
た
欧
州
名
画
十

七
点
を
以
て
展
観
を
催
し
た

　

同
誌
は
当
時
の
新
聞
講
評
を
引
い
て
、
ペ
ッ
チ
が
山
県
有
朋
（
一
八
三
八
〜
一
九
二
二
）、
渋
沢
栄
一
（
一
八
四
〇
〜
一
九
三
一
）、
相
馬
永

胤
（
一
八
五
〇
〜
一
九
二
四
）
の
ほ
か
、
三
井
物
産
の
益
田
孝
（
一
八
四
八
〜
一
九
三
八
）、
高
田
商
会
の
高
田
愼
蔵
（
一
八
五
二
〜
一
九
二
一
）

ら
の
彫
刻
を
制
作
し
た
と
し
て
い
る
。
作
者
が
イ
タ
リ
ア
大
使
と
と
も
に
写
っ
た
写
真
を
掲
載
し
た
同
誌
に
は
、
六
体
の
大
理
石
胸
像
と

二
つ
の
銅
像
ら
し
い
小
品
の
写
真
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
大
理
石
像
を
見
る
か
ぎ
り
で
は
、
大
隈
、
渋
沢
、
相
馬
ら
し
い
像
の
ほ
か

は
、
背
広
服
着
用
の
人
物
が
判
明
す
る
程
度
で
、
他
の
三
体
は
判
然
と
し
な
い
。
い
ず
れ
も
大
理
石
の
地
山
の
上
に
等
身
大
の
胸
像
を
刻

ん
で
お
り
、「
手
法
も
鮮
や
か
で
よ
く
特
徴
を
供
え
て
居
る
」、「
出
来
栄
は
表
現
の
鋭
さ
が
ま
づ
眼
を
惹
き
、
如
何
に
も
確
り
物
を
掴
ん

で
居
る
と
云
う
感
が
あ
る
」
と
講
評
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
彼
は
も
う
一
度
、
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
の
第
二
回
目
の
三
越
展
覧
会

で
小
品
の
展
覧
会
を
催
し
た
。
こ
の
場
合
も
会
場
写
真
が
一
枚
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
著
名
人
物
の
胸
像
と
し
て
は
一
九
一
九
（
大
正
八
）

年
に
来
日
し
た
京
劇
俳
優
梅メ
イ

蘭ラ
ン

芳フ
ァ
ン（

一
八
九
四
〜
一
九
六
一
）
の
ほ
か
は
女
性
像
も
あ
る
が
、
大
理
石
は
少
な
く
、
多
く
が
銅
像
で
あ
っ
て
、

小
動
物
や
日
常
生
活
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
四
四
点
を
刻
ん
だ
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
回
目
の
展
覧
会
に
つ
い
て
、
新
聞
は
事
前
の
予
告

記
事
を
麹
町
の
ア
ト
リ
エ
で
の
ペ
ッ
チ
の
写
真
と
と
も
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
次
の
よ
う
に
報
道
し
て
い
る６
。

お
国
に
来
て
か
ら
六
年
、
主
と
し
て
日
本
の
人
物
其
他
を
研
究
し
、
日
本
の
方
か
ら
多
く
の
彫
刻
を
頼
ま
れ
其
の
方
の
制
作
も
随
分
試
み
た
、
山
県

公
や
黒
木
大
将
其
他
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
、
上
流
婦
人
や
令
嬢
下
町
風
の
娘
か
ら
芸
者
或
は
踊
子
な
ど
も
製
作
し
ま
し
た
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こ
の
発
言
に
よ
り
、
新
た
に
彼
の
制
作
し
た
人
物
中
に
日
露
戦
争
の
第
一
軍
司
令
官
で
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
に
枢
密
顧
問
官
と
な
っ

た
黒
木
為
楨
（
一
八
四
四
〜
一
九
二
三
）
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
こ
で
の
日
本
人
に
よ
る
作
品
評
価
は
、「
ど
れ
も
是
も
外
人
の
眼
に
映
じ
た
日
本
婦
人
と
云
ふ
、
日
本
人
の
見
る
の
と
は
全
然
感
じ

の
違
っ
た
表
現
で
、『
足
袋
を
は
く
女
』
な
ど
殆
ど
想
像
が
着
か
な
い
。
併
し
是
は
異
国
人
の
眼
か
ら
見
る
か
ら
で
、
其
證
拠
に
は
『
梅

蘭
芳
』
の
如
き
は
我
々
の
眼
に
映
じ
た
の
と
同
じ
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る７
。
肖
像
彫
刻
は
極
め
て
写
実
的
で
あ
り
理
解
さ
れ
や
す

い
こ
と
を
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
他
の
美
術
作
品
に
つ
い
て
は
当
時
の
日
本
人
一
般
の
美
意
識
と
は
違
っ
た
作
品
に
映
じ
た
わ
け
で
、
評

論
家
に
は
不
評
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
残
念
な
が
ら
こ
の
時
の
目
録
・
冊
子
類
も
残
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
彼
が
在

日
中
に
ど
れ
だ
け
の
大
理
石
の
胸
像
を
刻
ん
だ
の
か
、
そ
の
作
品
全
体
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

三　

著
名
人
の
胸
像
制
作

　

彼
が
制
作
し
た
大
理
石
人
物
胸
像
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
相
馬
永
胤
の
胸
像
制
作
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
だ
ろ
う

か
。『
専
修
大
学
の
歴
史
』（
同
編
纂
委
員
会
編
、
二
〇
〇
九
年
刊
）
で
は
相
馬
の
大
理
石
像
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
は
な
い
が
、『
相
馬
永

胤
伝
』
に
お
い
て
は
す
で
に
詳
細
に
語
ら
れ
て
い
た８
。

　

新
宿
区
早
稲
田
の
甘
泉
園
は
近
世
の
時
期
、
芸
州
藩
下
屋
敷
で
、
そ
の
後
、
御
三
卿
清
水
家
の
下
屋
敷
と
な
り
、
清
水
家
当
主
徳
川
篤

守
と
は
相
馬
が
米
国
エ
ー
ル
大
学
留
学
時
に
懇
意
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
買
い
取
っ
た
経
緯
は
詳
し
い
。
そ
こ
に
、
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）

年
七
月
に
清
水
邸
三
万
五
千
坪
を
四
万
五
千
円
で
購
入
し
、
翌
年
六
月
一
一
日
に
大
隈
伯
を
訪
問
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
九
年
が

か
り
で
新
築
、
造
園
が
ほ
ど
こ
さ
れ
、「
甘
泉
園
」
の
庭
園
が
で
き
た
と
い
う
。
隣
接
す
る
早
稲
田
大
学
は
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
四
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月
、
そ
の
地
の
一
部
九
〇
〇
坪
を
運
動
場
整
備
の
た
め
大
学
所
有
地
九
〇
〇
坪
と
交
換
し
て
い
る９
。
ペ
ッ
チ
来
日
の
年
で
あ
る
。
一
八
八

〇
（
明
治
一
三
）
年
、
専
修
学
校
創
立
に
参
画
し
、
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
初
代
校
長
と
な
っ
た
相
馬
永
胤
は
、
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）

年
九
月
大
学
組
織
へ
と
改
編
し
、
初
代
総
長
と
な
っ
た
。
は
や
く
横
浜
正
金
銀
行
頭
取
と
も
な
り
、
晩
年
ま
で
取
締
役
で
も
あ
っ
た
。
米

国
か
ら
帰
国
後
、
早
く
か
ら
経
済
・
教
育
面
で
社
会
的
に
指
導
的
立
場
に
立
っ
て
い
た
わ
け
で
、
当
然
大
隈
と
も
、
早
稲
田
大
学
と
も
、

昵
懇
の
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ペ
ッ
チ
作
の
石
像
に
つ
い
て
も
同
書
は
詳
細
に
記
録
し
て
い
る
。
日
記
の
一

九
一
七
（
大
正
六
）
年
七
月
一
七
日
条
を
引
い
て
、「
小
田
柿
氏
黒
田
氏
並
ペ
シ
ー
氏
ヲ
同
伴
シ
来
リ
、
自
分
ノ
肖
像
ヲ
取
ル
事
ノ
依
頼
ア

リ
之
ヲ
承
諾
ス
」
と
見
え
る
。
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
に
古
稀
を
む
か
え
る
相
馬
の
た
め
石
像
制
作
の
計
画
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

古
稀
の
祝
宴
を
行
な
っ
た
翌
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
五
月
三
〇
日
に
甘
泉
園
で
小
田
柿
が
中
心
と
な
り
相
馬
像
の
胸
像
除
幕
式
が
お

こ
な
わ
れ
、
彼
が
式
辞
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
小
田
柿
」
と
は
相
馬
と
同
じ
旧
彦
根
藩
出
身
で
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
に
三
井
物

産
常
務
取
締
役
と
な
っ
た
小
田
柿
捨
次
郎
で
あ
る
。「
黒
田
」
と
は
ペ
ッ
チ
寄
寓
先
の
黒
田
正
夫
関
係
の
人
物
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
ペ
ッ

チ
の
経
歴
に
つ
い
て
、
同
書
は
「
一
八
七
九
年
イ
タ
リ
ア
の
ペ
ル
ー
ジ
ャ
に
生
ま
れ
た
。
同
地
の
美
術
学
校
を
卒
業
し
た
彫
刻
家
で
、
そ

の
作
品
は
、
パ
リ
、
ロ
ン
ド
ン
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も
好
評
を
博
し
、
一
九
一
六
年
に
は
日
本
を
訪
れ
た
。
日
本
で
は
山
県
公
や
大
隈
侯
、

渋
澤
男
爵
ら
の
大
理
石
像
も
製
作
し
、
そ
の
八
年
間
の
日
本
滞
在
中
に
、
日
本
女
性
オ
ク
ム
ラ
・
ウ
ラ
と
結
婚
し
て
い
る
。
と
く
に
第
一

次
大
戦
後
、
戦
没
者
の
た
め
の
記
念
碑
を
、
横
浜
と
神
戸
に
建
て
た
こ
と
は
有
名
。
帰
国
し
て
か
ら
一
九
五
四
年
（
昭
和
二
九
年
）
没
し
た
」

と
詳
細
に
記
し
て
い
るＡ
。

　

渋
沢
栄
一
と
の
関
係
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
に
喜
寿
を
機
と
し
て
第
一
銀
行
頭
取
、
東
京
銀
行
集
会
所
会
長

な
ど
の
実
業
界
か
ら
引
退
を
宣
言
し
、
一
〇
月
六
日
に
帝
国
ホ
テ
ル
で
辞
任
披
露
宴
を
開
き
、
こ
こ
に
三
三
四
名
の
来
賓
を
招
待
し
た
。

そ
の
席
に
は
大
隈
や
松
方
正
義
ら
を
筆
頭
に
政
財
界
の
指
導
者
が
よ
ば
れ
た
が
、
そ
の
中
に
三
井
物
産
の
小
田
柿
も
参
集
し
て
い
た
。
こ



226

の
会
に
欠
席
し
た
大
隈
ら
は
翌
年
四
月
二
一
日
に
帝
国
ホ
テ
ル
で
政
財
界
人
四
〇
〇
人
以
上
が
参
加
す
る
渋
沢
の
功
労
を
感
謝
す
る
「
青

淵
先
生
招
待
会
」
を
催
行
し
、
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
た
。
こ
の
記
念
品
の
一
つ
と
し
て
「
寿
像
一
基
（
伊
太
利
人
ペ
シ
ー
氏
作
大
理

石
胸
像
）」
と
い
う
の
が
見
え
るＢ
。
そ
れ
か
ら
三
カ
月
後
に
、
ま
た
ペ
ッ
チ
は
渋
沢
に
面
会
し
て
い
る
。
七
月
二
一
日
に
「
午
後
三
時　

伊
太
利
人
ペ
ー
シ
ー
氏
来
約
（
兜
町
）」、
七
月
二
三
日
に
は
「
午
後
三
時　

ペ
シ
ー
氏
兜
町
ニ
来
約
」
と
あ
るＣ
。
兜
町
は
渋
沢
の
事
務
所

で
あ
る
。
来
日
か
ら
一
年
の
う
ち
に
渋
沢
像
を
作
成
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
渋
沢
は
明
治
初
期
に
大
蔵
大
輔
で
あ
っ
た
大
隈
の
下
僚
と

し
て
銀
行
行
政
に
携
わ
っ
て
以
来
、
大
隈
と
の
深
い
絆
が
あ
り
、
の
ち
早
稲
田
大
学
の
永
久
維
持
委
員
の
一
人
と
も
な
り
、
大
正
期
に
は

大
隈
邸
に
は
頻
り
に
往
復
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
ペ
ッ
チ
は
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
、
大
隈
、
渋
沢
の
胸
像
制
作
に
関
わ
っ
て

い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
胸
像
は
、
現
在
の
晩
香
廬
に
も
渋
沢
史
料
館
に
も
残
さ
れ
て
い
な
い
。
も
し
渋
沢
の
飛
鳥
山
邸

に
完
成
品
が
置
か
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
大
戦
末
期
の
空
襲
で
焼
失
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
帝
国
ホ
テ
ル
に
は
渋
沢
と
大
倉
喜
八
郎
の
大
理

石
胸
像
、
お
よ
び
犬
丸
徹
三
の
ブ
ロ
ン
ズ
胸
像
の
三
つ
が
並
ん
で
い
る
。
渋
沢
像
に
は
「
大
正
一
〇
年
四
月
」
制
作
と
あ
り
、
一
九
二
六

（
大
正
一
五
）
年
の
寿
像
除
幕
式
の
写
真
も
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
胸
像
は
ペ
ッ
チ
の
作
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
一
九
一
六
（
大
正
五
）

年
九
月
二
五
日
に
は
東
京
銀
行
集
会
所
の
落
成
披
露
会
が
麹
町
区
永
楽
町
に
挙
行
さ
れ
、
三
千
人
が
参
集
す
る
中
で
渋
沢
の
寿
像
除
幕
式

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
胸
像
は
小
倉
右
一
郎
作
の
青
銅
製
で
あ
っ
た
と
い
うＤ
。
渋
沢
像
が
作
成
さ
れ
た
の
ち
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）

年
に
小
田
柿
は
相
馬
永
胤
の
寿
像
を
提
案
し
た
わ
け
で
、
渋
沢
像
を
見
た
ゆ
え
の
影
響
で
あ
ろ
う
。

　

三
井
物
産
創
業
者
社
長
益
田
孝
も
ま
た
明
治
初
頭
の
大
蔵
省
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
、
早
く
か
ら
大
隈
・
渋
沢
・
相
馬
と
は
昵
懇
の
関

係
で
あ
っ
た
。
当
然
こ
こ
に
も
小
田
柿
の
存
在
が
あ
る
。
こ
の
時
に
作
成
さ
れ
た
大
理
石
の
益
田
孝
胸
像
の
存
在
も
定
か
で
は
な
い
。
益

田
は
小
田
原
古
稀
庵
に
隣
接
し
た
掃
雲
台
に
あ
る
広
大
な
農
園
の
中
に
、
早
く
か
ら
邸
宅
兼
研
究
所
を
設
け
て
い
た
。
山
県
と
は
垣
根
越

し
に
行
き
来
し
合
う
間
柄
で
あ
っ
た
が
、
今
は
そ
の
邸
宅
の
面
影
を
残
し
て
い
な
い
。
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ま
た
、
山
県
有
朋
も
大
隈
と
年
齢
を
同
じ
く
す
る
の
で
、
大
隈
と
と
も
に
傘
寿
の
寿
像
を
作
成
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
。
本
邸
は
長
く
東
京
文
京
区
の
椿
山
荘
で
あ
っ
た
が
、
晩
年
売
却
し
て
麹
町
に
移
り
住
ん
だ
。
椿
山
荘
は
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年

の
空
襲
で
焼
か
れ
、
各
地
に
山
県
の
別
荘
は
残
っ
て
い
る
も
の
の
、
古
稀
庵
に
も
、
京
都
無
鄰
庵
に
も
胸
像
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

　

高
田
慎
蔵
も
ま
た
明
治
大
正
期
の
機
械
輸
入
業
を
中
心
と
す
る
貿
易
商
社
、
高
田
商
会
の
創
業
者
で
、
当
然
、
渋
沢
、
益
田
と
は
親
密

な
関
係
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
胸
像
の
存
在
は
不
詳
で
あ
る
。

四　

彫
刻
界
の
状
況
と
そ
の
中
で
の
ペ
ッ
チ

　

大
隈
・
相
馬
・
山
県
・
渋
沢
・
益
田
・
高
田
・
梅
・
黒
木
の
胸
像
制
作
に
あ
た
っ
て
、
ペ
ッ
チ
は
、
写
真
で
は
な
く
、
存
命
中
の
人
物

を
モ
デ
ル
と
し
て
い
た
。
彼
の
作
成
し
た
大
理
石
の
胸
像
は
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
か
ら
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
に
か
け
て
の
時
期

の
も
の
が
明
ら
か
に
な
る
が
、
こ
の
時
期
は
、
小
倉
惣
次
郎
（
一
八
四
五
〜
一
九
一
三
）、
新
海
竹
太
郎
（
一
八
六
八
〜
一
九
二
七
）
ら
が
東

京
で
人
物
の
彫
像
制
作
に
励
ん
で
い
た
時
期
に
当
っ
て
い
る
。
小
倉
に
塑
像
を
学
ん
だ
新
海
は
、
近
衛
騎
兵
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
騎
馬
像

を
得
意
と
し
て
、
北
白
川
宮
能
久
や
大
山
巌
の
像
を
は
じ
め
、
神
戸
大
倉
山
公
園
の
伊
藤
博
文
立
像
の
原
型
（
一
九
一
一
年
作
、
台
座
の
み

現
存
）
を
制
作
し
て
い
る
。
彼
ら
が
銅
像
を
主
体
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
こ
の
両
者
か
ら
人
物
像
の
制
作
方
法
を
学
ん
だ
北
村
四
海
は
、

茨
城
県
常
陸
太
田
の
真
弓
山
産
大
理
石
「
寒
水
石
」
を
使
っ
て
女
性
像
を
盛
ん
に
制
作
す
る
こ
と
に
な
っ
たＥ
。
彼
等
三
人
は
若
い
こ
ろ
に

い
ず
れ
も
パ
リ
留
学
を
し
た
。
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
夏
に
北
村
は
フ
ラ
ン
ス
の
彫
刻
家
チ
ウ
オ
ル
ヂ
ュ
・
バ
ロ
ー
の
弟
子
と
な
り
、

石
彫
を
学
び
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
美
術
界
や
日
本
人
彫
刻
家
た
ち
に
影
響
を
う
け
た
。
二
年
後
に
帰
国
し
て
大
理
石
彫
刻
を
始
め
た
と
い
う
。

一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
以
来
展
覧
会
出
品
を
行
い
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
か
ら
九
年
間
、
文
展
審
査
員
を
務
め
た
。
大
理
石
彫
刻
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で
は
我
が
国
の
唯
一
の
作
家
と
い
わ
れ
る
。
北
村
の
作
品
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
が
、
そ
の
作
品
写
真
は
養
嗣
子
北
村
正
信
の
手
に
な

る
『
四
海
余
滴
』
に
網
羅
的
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
代
表
作
の
安
田
善
次
郎
夫
妻
の
肖
像
彫
刻
を
は
じ
め
と
し
て
、
い
く
つ
も
の
寿
像
を

作
成
し
て
い
る
。
当
時
の
日
本
彫
刻
界
は
銅
像
や
牙
彫
や
木
彫
が
主
流
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
北
村
は
当
然
ペ
ッ
チ
の
作
品
に
は

関
心
を
払
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
ペ
ッ
チ
は
北
村
等
の
美
術
界
と
ど
の
よ
う
な
交
流
を
も
っ
た
か
。
ペ
ッ
チ
と
北
村
等
と
の
パ

リ
や
日
本
で
の
直
接
的
交
流
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
ペ
ッ
チ
は
大
正
期
に
い
わ
ば
亡
命
的
に
来
日
し
た
た
め
、
自
己
の
流
儀
を
発
揮
す
る

の
は
極
め
て
困
難
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
を
受
け
入
れ
る
条
件
が
ど
の
よ
う
に
整
え
ら
れ
た
の
か
。
来
日
直
後
で
い
き
な
り

時
の
政
界
・
財
界
の
首
脳
に
会
見
出
来
る
条
件
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
寄
宿
先
の
ど
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
、
ど
こ
か
ら
大
理
石
を
調

達
し
た
の
か
。
ま
だ
い
ろ
い
ろ
と
問
題
を
残
し
て
い
る
。
大
隈
像
と
相
馬
像
の
三
体
し
か
見
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
の
で
、
彼
が
何
人

の
大
理
石
像
を
制
作
し
た
か
、
ま
た
、
制
作
の
明
ら
か
な
山
県
、
渋
沢
、
益
田
、
高
田
、
梅
蘭
芳
、
黒
木
ら
の
人
物
像
が
残
っ
て
い
る
の

か
ど
う
か
さ
え
明
ら
か
に
で
き
て
い
な
い
。
と
は
い
え
、
イ
タ
リ
ア
人
ペ
ッ
チ
の
作
品
は
大
隈
、
相
馬
の
作
品
を
見
る
限
り
、
当
時
の
著

名
人
物
像
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
ペ
ッ
チ
に
と
っ
て
幸
い
で
あ
っ
た
の
は
、
彼
の
来
日
の
時
期
が
著
名
人
達
の
寿
齢
に
重
な
っ

て
い
て
、
寿
像
制
作
の
盛
ん
に
な
り
始
め
た
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
ろ
二
つ
の
大
隈
像
と
一
つ
の
相
馬
像
は
、
動

物
や
人
物
の
肖
像
彫
刻
で
は
青
銅
製
が
主
流
と
な
っ
て
い
た
日
本
の
彫
刻
界
に
お
い
て
、
北
村
の
作
品
と
と
も
に
、
今
に
残
る
数
少
な
い

大
正
期
の
大
理
石
肖
像
彫
刻
と
し
て
、
貴
重
な
作
品
群
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

高
村
光
雲
は
『
高
村
光
雲
懐
古
談
』（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
七
〇
年
）
の
中
で
、
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
の
日
本
美
術
協
会
や
一
八
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八
六
（
明
治
一
九
）
年
の
東
京
彫
工
会
の
設
立
に
つ
い
て
詳
し
く
語
っ
て
い
る
。
当
時
は
牙
彫
が
主
流
の
彫
刻
界
で
あ
り
、
木
彫
は
少
数

派
で
あ
っ
た
。
彼
が
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
東
京
美
術
学
校
に
加
わ
っ
て
、
は
じ
め
て
日
本
画
と
木
彫
の
二
科
が
置
か
れ
、
木
彫
が

盛
ん
に
な
り
始
め
た
。
銅
像
は
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
に
騎
馬
の
楠
公
像
を
木
彫
と
鋳
造
で
完
成
す
る
前
は
、
大
村
益
次
郎
の
立
像

く
ら
い
で
あ
っ
た
と
い
う
。
以
来
銅
像
の
立
像
が
盛
ん
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

の
ち
に
小
倉
、
新
海
、
西
村
ら
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学
し
て
彫
刻
を
学
び
、
明
治
後
期
か
ら
大
正
期
の
日
本
彫
刻
界
を
リ
ー
ド
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。そ
こ
に
は
伝
統
と
革
新
の
動
き
が
あ
っ
た
。と
こ
ろ
が
ペ
ッ
チ
の
来
日
は
日
本
の
彫
刻
界
と
は
別
の
も
の
で
あ
っ
た
。ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
伝
統
で
あ
る
。
彼
が
来
日
し
て
七
年
ば
か
り
の
間
に
仕
上
げ
た
大
理
石
彫
刻
は
、
日
本
の
彫
刻
界
と
ど
の
よ
う
に
交
わ
り
、
ど

れ
だ
け
の
影
響
を
与
え
た
の
か
。
ペ
ッ
チ
の
制
作
し
た
人
物
胸
像
や
作
品
名
全
体
を
つ
か
め
な
い
こ
と
や
、
ど
れ
だ
け
残
さ
れ
て
い
る
か

も
判
ら
な
い
ま
ま
に
、
本
稿
で
は
一
部
の
作
品
を
と
り
あ
げ
て
そ
の
制
作
背
景
を
説
明
し
て
き
た
。
作
品
の
対
象
と
な
っ
た
人
物
が
歴
史

上
の
有
名
人
で
あ
る
だ
け
に
、
由
来
の
わ
か
ら
な
い
ま
ま
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
う
る
し
、
逆
に
新
規
に
精
巧
な
作
品
が
た
く
さ

ん
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
今
日
、
古
び
た
無
益
の
も
の
と
し
て
打
ち
捨
て
ら
れ
る
可
能
性
も
大
き
い
。
大
理
石
胸
像
は
銅
像
と

違
っ
て
ひ
と
つ
し
か
な
い
作
品
群
で
あ
る
。
小
さ
な
作
品
で
あ
っ
て
も
、
制
作
者
の
制
作
当
時
の
熱
い
心
や
人
と
の
関
わ
り
は
想
像
に
余

り
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　

ペ
ッ
チ
来
日
の
こ
ろ
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
二
月
三
日
、
帝
国
ホ
テ
ル
で
は
早
稲
田
大
学
の
校
友
会
を
兼
ね
、
早
稲
田
大
学
基
金

管
理
委
員
長
渋
沢
栄
一
の
「
喜
字
祝
寿
会
」
が
開
か
れ
た
。
一
月
一
六
日
に
は
大
隈
の
寿
齢
八
〇
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
て
い
た
。
大
隈
は

自
ら
五
月
六
日
に
校
友
四
〇
〇
〇
人
を
自
邸
に
招
き
祝
宴
を
張
っ
た
。
そ
の
年
初
秋
に
病
を
え
た
た
め
延
期
さ
れ
て
い
た
校
友
主
催
の
寿

宴
は
、
一
二
月
一
六
日
に
、
一
五
〇
〇
人
を
芝
公
園
紅
葉
館
に
集
め
て
挙
行
さ
れ
た
。
翌
年
春
の
『
早
稲
田
学
報
』（
二
七
五
号
、
一
九
一

八
年
一
月
一
〇
日
発
行
）
は
、
大
隈
総
長
祝
賀
記
念
号
と
し
て
盛
大
な
寿
宴
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
。
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（
付
記
）
１

．
拙
稿
「
二
つ
の
大
隈
胸
像
」（『
早
稲
田
大
学
高
等
学
院
研
究
年
誌
』
五
三
号
、
二
〇
〇
九
年
）
を
併
看
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

２

．
本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
古
賀
雄
三
、
真
辺
将
之
、
桑
原
功
一
、
関
口
八
州
男
諸
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。
記
し
て
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

補
註

（
１

）　

大
礼
服
姿
像
は
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
の
創
立
二
五
周
年
記

念
式
に
合
わ
せ
て
作
成
さ
れ
た
小
倉
惣
次
郎
作
。
同
系
石
膏
塑
像
は

大
隈
記
念
室
（
西
早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
二
号
館
、
旧
図
書
館
）
に
置

か
れ
、
複
製
ブ
ロ
ン
ズ
像
は
佐
賀
大
隈
記
念
館
前
に
立
て
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
複
製
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年

大
隈
内
閣
組
成
記
念
で
、
校
友
が
つ
く
っ
た
大
礼
服
着
用
の
も
の
の

コ
ピ
ー
が
大
隈
重
信
誕
生
一
五
〇
年
を
機
に
「
大
隈
重
信
侯
銅
像
建

設
期
成
会
」
会
長
香
月
義
人
（
大
隈
重
信
侯
誕
生
地
記
念
会
理
事
長
）

に
よ
り
、
一
九
八
六
（
昭
和
六
一
）
年
九
月
に
佐
賀
の
大
隈
記
念
館

に
建
て
ら
れ
た
。
そ
の
建
設
経
緯
は
『
生
誕
百
五
十
周
年
記
念
大
隈

重
信
侯
銅
像
建
立
誌
』（
大
隈
重
信
侯
銅
像
建
立
期
成
会
、
一
九
八

八
年
四
月
）
に
詳
し
い
。
西
早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
立
像
は
一
九
三

二
（
昭
和
七
）
年
一
〇
月
の
創
立
五
〇
周
年
記
念
式
で
建
て
ら
れ
た

朝
倉
文
夫
の
作
品
。
国
会
議
事
堂
内
の
立
像
も
一
九
三
八
（
昭
和
一

三
）
年
の
朝
倉
文
夫
作
品
で
あ
る
。
大
学
銅
像
に
は
め
込
ま
れ
た
新

宿
区
教
育
委
員
会
の
説
明
板
に
「
朝
倉
は
都
合
三
回
（
芝
公
園
・
大

正
五
年
、
国
会
議
事
堂
内
中
央
広
場
・
昭
和
十
三
年
）
大
隈
重
信
像

（
立
像
二
・
八
九
ｍ
、
二
・
一
二
ｍ
台
石
）
を
製
作
し
て
お
り
、
こ

の
早
稲
田
大
学
の
像
は
、
二
回
目
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
」
と
あ
り
、

創
立
五
〇
周
年
を
記
念
し
て
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
一
〇
月
に
完

成
、
桜
花
崗
岩
製
の
台
石
は
桐
山
均
一
の
作
で
あ
っ
た
。『
早
稲
田

大
学
百
年
史
』（
第
三
巻
、
六
〇
五
頁
）
に
は
朝
倉
文
夫
の
制
作
意

図
が
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
桐
山
は
営
繕
課
長
と
し
て
大
隈
講
堂

の
工
事
監
督
や
演
劇
博
物
館
や
本
部
キ
ャ
ン
パ
ス
の
大
隈
、
高
田
早

苗
の
銅
像
建
設
に
中
心
的
に
関
わ
っ
た
こ
と
が
詳
記
さ
れ
て
い
る
。

の
ち
建
築
学
の
授
業
を
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
か
ら
四
六
（
昭

和
二
一
）
年
ま
で
担
当
し
た
。
平
瀬
礼
太
著
『
銅
像
受
難
の
近
代
』

（
古
川
弘
文
館　

二
〇
一
一
年
）
参
照
。

（
２

）　

芝
公
園
の
立
像
に
つ
い
て
は
『
早
稲
田
学
報
』
大
正
五
年
一
一
月

号
に
、「
大
隈
侯
爵
寿
像
除
幕
式
」
の
題
の
も
と
、
一
一
月
五
日
の

除
幕
式
の
様
子
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
戦
時
中
供
出
さ
れ
て
し
ま
っ

た
が
、
残
さ
れ
て
い
る
写
真
に
よ
る
と
、
衣
冠
束
帯
姿
の
立
像
で
、

地
図
に
よ
る
と
芝
公
園
の
南
端
に
建
て
ら
れ
て
い
た
。
写
真
に
つ
い

て
は
新
居
房
太
郎
編
『
偉
人
の
俤
』（
二
六
新
報
社
、
一
九
二
八
年
）

及
び
公
園
協
会
所
蔵
写
真
参
照
。

（
３

）　
『
早
稲
田
大
学
附
属
校
系
属
校
』
早
稲
田
大
学
教
務
部
、
二
〇
一

〇
年
。

（
４

）　

早
稲
田
大
学
高
等
学
院
編
『
三
十
周
年
記
念
誌
』、
一
九
八
〇
年
、

八
四
〜
八
五
頁
。
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（
５

）　
『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
第
四
巻
、
八
四
四
、
九
九
四
頁
。

（
６

）　
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
二
三
年
六
月
八
日
付
。

（
７

）　
『
三
越
』
一
三
巻
六
月
号
（
一
九
二
三
年
）、
一
三
〜
一
七
頁
。

（
８

）　

専
修
大
学
相
馬
永
胤
伝
刊
行
会
編
『
相
馬
永
胤
伝
』
専
修
大
学
出

版
局
、
一
九
八
二
年
、
五
二
〇
〜
五
二
五
頁
。

（
９

）　
『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
第
二
巻
、
八
三
六
頁
。

（
10
）　

前
掲
『
相
馬
永
胤
伝
』、
五
二
二
頁
。

（
11
）　
『
渋
澤
栄
一
傳
記
資
料
』
第
五
七
巻
、
七
〇
四
頁
。

（
12
）　
「
集
会
日
時
通
知
表
」（『
渋
澤
栄
一
傳
記
資
料
』
別
巻
第
二
、
四

〇
三
頁
）。

（
13
）　
『
中
外
商
業
新
報
』
一
九
一
六
年
九
月
二
六
日
付
（『
渋
澤
栄
一
傳

記
資
料
』
第
五
〇
巻
、
五
七
〇
頁
）。
別
巻
第
十
写
真　

一
二
八
頁
。

野
依
秀
市
編
『
青
淵
渋
沢
栄
一
翁
写
真
傳
』（
実
業
之
世
界
社
、
一

九
四
一
年
）
参
照
。

（
14
）　

八
代
修
次
・
長
谷
鉄
男
共
著
『
四
海
と
正
信
の
芸
術
』（
鬼
無
里

村
教
育
委
員
会
編
「
鬼
無
里
の
歴
史
と
風
土
４

」
一
九
九
二
年
）。

北
村
正
信
『
四
海
余
滴
』（
非
売
品
、
一
九
二
九
年
）。「
北
村
四
海
」

（
山
口
高
治
郎
『
長
野
県
美
術
大
事
典
』
九
、
郷
土
出
版
社
、
一
九

九
六
年
）。
な
お
、『
常
陸
太
田
市
史
』
民
俗
編
（
一
九
七
九
年
三
月
）

に
よ
れ
ば
、
真
弓
山
の
大
理
石
は
建
築
用
材
と
し
て
広
く
使
わ
れ
、

珍
し
い
利
用
の
仕
方
と
し
て
彫
刻
材
料
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か

し
、
近
世
に
あ
っ
て
は
水
戸
藩
の
留
山
で
あ
っ
た
真
弓
山
の
「
寒
水

石
」
は
早
く
か
ら
彫
刻
材
料
と
し
て
は
優
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
、
北
村
四
海
の
養
子
正
信
が
「
イ
タ
リ
ア
の
大
理
石
よ
り

寒
水
石
の
方
が
い
い
」
と
し
て
、
毎
年
秀
作
を
も
の
に
し
て
い
る
と

認
め
て
い
る
の
で
、
大
正
期
の
日
本
の
石
材
の
彫
刻
界
で
は
こ
の
地

の
大
理
石
が
多
く
使
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
明
治
前
期
に
ヴ
ィ
ン

チ
ェ
ン
ツ
ォ
・
ラ
グ
ー
ザ
は
寒
水
石
を
使
っ
た
作
品
を
残
し
た
が
、

そ
の
影
響
は
少
な
い
と
い
う
（
吉
田
朝
子
「
ラ
グ
ー
ザ
の
教
育
と
そ

の
影
響
│
素
材
・
技
法
の
側
面
か
ら
」『
明
治
の
彫
塑　

ラ
グ
ー
ザ

と
荻
原
碌
山
』
東
京
藝
術
大
学
藝
術
資
料
館
編　

二
〇
一
〇
年
）。


